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Smile! / Service! / Science! 笑顔の大学病院を目指しています
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大阪市立大学
医学部附属病院

安全管理対策室だより

第4回 　病気予防は、上手な手洗いから！

～安全・安心で、みんな笑顔の病院づくり～



看護師による静脈注射の実施について
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静脈注射の実技研修の様子

ECU　（救急専用の集中治療室） 救急専用手術室

救急部スタッフ

診 療 科

総合診療センター、循環器内科、呼吸器内科、膠原病内科、生活習慣病・糖尿病センター、腎臓内科、骨・リウマチ内科、

消化器内科、肝胆膵内科、小児科・新生児科、神経精神科、皮膚科、放射線科、放射線治療科、核医学科、消化器外科、

乳腺・内分泌外科、肝胆膵外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、脳神経外科、整形外科、リハビリテーション科、

泌尿器科、女性診療科(産婦人科)、眼科、耳鼻いんこう科、麻酔科・ペインクリニック科、形成外科、血液内科・造血細胞移

植科、老年科、神経内科

※本院は、専門医療を中心に医療を提供していますので、受診するには原則、診療情報提供書（紹介状）が必要です。

大阪市立大学医学部附属病院の概要

所 在 地　〒545-8586  大阪市阿倍野区旭町１丁目５番７号

電　　 話　(０６)６６４５－２１２１ (代表)

初診受付時間　　　午前９時～午前１０時３０分

休     診    日      土・日・祝日、１２月２９日～１月３日

療 科 紹 介 救急部(救命救急科)診

救急生体管理医学　　
　　　　　　　　　　教授　　溝端　康光

病院ボランティアを募集しています！！

◆お問合せ先◆◆活動内容◆

・外来を中心とした患者さまへの
院内案内

・車椅子をお使いの患者さまやお
身体の不自由な患者さまの移
動介助

・その他

※活動内容に関するアイデアに
つきましても、今後考えていき
たいと思っています。

〒545-8586  大阪市阿倍野区旭町1-5-7

大阪市立大学医学部附属病院
ボランティアルーム

TEL/FAX： 06-6645-2694

E-mail： volunteer@med.osaka-cu.ac.jp

★外来でオリジナルエプロンを着用しているス
タッフにお声掛けください。

Windows版イラストレーター10.0で作りました。
フォントは、アウトライン化処理してあります。

・安全で質の高い医療を受ける権利
があります

・自由意志に基づき治療を選択する
権利があります

・十分な説明と情報提供を受ける権
利があります

・セカンドオピニオンを希望される場
合は、紹介を受ける権利があります

・人の尊厳を尊重した医療を受ける
権利があります

・医療に関する個人情報やプライバ
シーが保護される権利があります

・健康教育を受ける権利があります

患者の皆様へのお願い

・あなたの健康に関する情報は、できる限り
正確にお伝えください

・病院スタッフの説明がわかりにくい場合は、
納得できるまでお聞きください

・診療上必要な指示や助言は、お守りくださ

い

・他の患者様の権利を尊重し、迷惑がかか

ることのないようにご配慮をお願いします

・治験・臨床試験に、ご協力をお願いします

・大学病院の責務である医療人の育成と研
究に、ご理解とご協力をお願いします

患者様の権利

　看護師が専門職として社会的責任において安全に静脈注射を実施す
るために、日本看護協会から「静脈注射に関する指針」が出されました。
　当院でも昨年度より患者サービスの向上と医師の負担軽減を目標とし
て静脈注射実施に向けての取り組みを開始しました。
　医師、看護師、コメディカル中心としたワーキンググループで「静脈注
射実施マニュアル」を作成し、スキルスシミュレーションセンターの協力
のもと師長・主任・副主任を対象に実技研修を実施しました。
　首藤准教授の饒舌な講義と各診療科の医師がインストラクターとして
参加し、和気あいあいとした雰囲気で研修が行われました。
　この研修を通して、静脈注射実
施に向けての不安が軽減し、「早
く取り組みたい」と前向きな姿勢に
変化しました。
　現在は各部署で医師や指導者
を中心に実技研修が行われ、静
脈注射が安全安楽に実施できる
ように知識や技術の習得に励ん
でいます。すでに一部の部署で実
施されていますが、今後も「チー
ム医療」と「患者サービス」の向上
を目指し努力したいと思います。

　平成5年に開設された救急部は、重症の救急患者に対し救命救急セン

ターと同等の医療を提供する病院中央部門です。運営の中心となる救命

救急科には、日本救急医学会指導医4名、救急科専門医4名を含め、救

急医学を専門とする13名の医師が在籍しています。それぞれが、救急医と

して必要な初期診療、手術、重症患者管理の能力を身につけており、外傷、

熱傷、中毒、脳卒中、急性心不全、急性呼吸不全など生命にかかわる救

急患者に対し、迅速に救命医療を開始できるようにしています。必要に応じ

て院内の心臓血管外科、脳神経外科、整形外科、内視鏡部、冠疾患集

中治療部等と連携し、大学病院の救急部門として常に最高の医療を提供

することを目指しています。

　平成20年度には救急診療のための施設改修が実施されました。病院地

下1階の救命救急初期診療エリアには複数の傷病者に同時に対応できる

救急処置室（2室）と救急専用手術室が、病院4階には救急専用の集中治

療室（ECU：Emergency Care Unit、6床）と、救命救急病棟（12床）が整備

されました。今後、より充実した救命救急医療を大阪市民の皆様に提供し

ていきたいと考えています。

　尚、当部への診療依頼は医師あるいは救急隊に限らせて頂いています。

一般の救急受診には対応しておりませんのでご理解くださいますようお願い

いたします。

ホームページ：http://www.med.osaka-cu.ac.jp/kyukyubu/index.html
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